東京 ジャ ー 


ミイ 金曜 日 の ホ タ バ 


2 3 日 


信仰 が 


対 役 さ れる め の 条 件 





今日 の フト バ で は 、 信 仰 が アッ ラー の 御 許 
で 承認 され る た め の 条 件 に つい て 触れ て みた 
いと 思い ます 。 信仰 が 承認 され る た め の 条 件 
を 、 ク ルアー ン の 光 を 通し 、 六 つ 、 見 出す こ 
ど が で きま す 。 

1 信仰 に 疑い が 存在 し な いこ と 。 信じる べべ 
き 事 項 を 、 完 全 に 、 不 足 な く 、 絶 対 的 に 信じ 
る こと が 必要 で す 。 疑 いと 信仰 は 同時 に 存在 
し えま せん 。 祭 高 な る アッ ラー は 、 「 確 か に 
真理 は 、 主 か ら あ な た に 間 さ れ た の で ある 。 
だ か ら あ な た は 懐 召 に 
陥っ て は な ら な い 。」 
(ユー ヌス 章 第 9 4 
節 ) と 、 信 者 と は 懐 疑 
に 陥 ち な い 人 で ある こ 
と を 明らか に し て お ら 
れ ま す 。 ま た 「 本 当 に 
信者 と は 、 一 途 に アッ 
ラー と その 使徒 を 信じ 
る 者 た ち で 、 疑 い を 持 
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の 道 の た め に 、 財 産 と 


2 信仰 する べき こと の 全て を 信じ る こと 。 


信じ る べき 事 項 の 一 部 を 信じ 、 一 部 を 信じ な 
い 人 の 信仰 は 、 承 認 さ れ ま せん 。 なぜ な ら 信 
仰 は 全体 の 統一 を 必要 と する も の で ある か ら 
で す 。 婦 人 章 第 1 50 一 1 5 1 委 で は 、 一 部 
の 預言 者 を 信じ 、 一 部 の 預言 者 を 信じ し ない 
人 々 が 真 の 不信 仰 者 で ある 、 と いう こと が 明 
ら か に され て いま す 。 イ ムラ ー ン 家 草 第 1 1 
9 節 で は 、 「 そ れ 、 あ な た が た (ムスリム ) 
は か れ ら を 愛し て いる が 、 か れ ら は あな た が 
た を 愛 し て は いな い 。 あ な た が た は どの 産 典 
も 信じ る 。」 と 、 信 者 に つい て 述べ られ て い 
ます 。 雌 和牛 章 第 8 5 節 で は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 に 対 
し レ し 「 あ な た が た は 啓典 の 一 部 分 を 信じ て 、 一 
部 分 を 拒否 する の か 。」 と 非難 され て いま す 。 
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生命 と を 捧げ て 奮闘 努力 する 者 で ある 。 これ 
ら の 者 こそ 真 の 信者 で ある 。」 (部 屋 章 第 1 
5 節 ) と され 、 信 者 で ある た め に は まず 、 心 
か ら 疑念 を 放棄 する こと が 条件 で ある よう に 
信仰 の 継続 の た め に も 疑念 か ら 境 ざか る べき 
で ある と され て いる の で す 。 





3 絶望 状態 に 至る 前 に 、 信 仰 す る こと 。 
死 が 訪れ る 前 に 、 神 の 浪 を 受 ( ける 前 に 、 信 仰 

を 持っ て いる こと が 要 で す 。 そう いう 装 態 
に 陥っ て か ら 信 仰 し て も 、 そ れ は 人 に と っ て 
益 を も た らし ませ ん 。 ユ ー ヌ ス 意 第 9 0-9 1 
節 で は 、 ム ー サ ー と 彼 を 信じ る 人 々 を 追跡 し 
て いた ファ ラオ が 紅海 で れ そう に な っ た 時 、 
「 私 は 信仰 し た 。 私 も ムスリム だ 。」 と いい 
まし た が 、 そ の 信仰 は 承認 され な か っ た の で 
す 。 

4 信仰 に 不義 を 交 
えな いこ と 。 そ の よう 
な 人 は 、 信 仰 し た こと 
に は な り ま せん 。 アッ 

ー は 、 家 音 章 第 8 2 
節 で 、 「 信 仰 し て 、 自 
分 の 信心 に 不義 を 混 じ 
えな い 者 、 こ れ ら の 者 
は 安全 で あり 、 ( 正 し 
く ) 導 か れる 者 で あ 
る 。」 と お お せら れ て 
9 の し ます の 。 ジフ クー 
に 、 そ の 特質 に 、 イ バー ダ に 、 神 性 に 、 何 か 
を 並べ て 凡 め る 人 の 信仰 は 、 有 効 で は あり ま 
せん 。 

5 信仰 が 心 で 確認 され て いる こと 。 つ ま 
り 、 口 で 「 信 仰 し まし た 」 と いう だ け で は 不 
十分 な の で す 。 な ぜ な ら 、 信 仰 は 心 で 行わ れ 
る も の で ある か ら で す 。 雌牛 章 第 8 節 で は 
次 の よう に 述べ られ て いま す 。 「 ま た 人 びと 
の 中 、「 わ た し た ち は ア ッ ラ ー を 信じ 、 最 後 
の (審判 の ) 日 を 信じ る 。」 と 言う 者 が ある 。 
だ が か れ ら は 信者 で は な い 。」 な ぜ 、 信 者 で 
は な い の で し ょ うか 。 そ の 理由 が 、 心 か ら 誰 
め ず 、 単 に 口 で 信仰 し た と いう だ け で は 不 十 
分 で ある 、 と いう こと な の で す 。 食 時 章 第 4 
1 節 で も 、 こ の 点 に つい て 以下 の よう に 言 
され て いま す 。 「 使 徒 よ 、 互 い に 不 信心 に 競 
う 者 の た め に あな た の 心 を 痛め て は な ら な い 。 
か れ ら は ロ で 、 「 わ た し た ち は 信 仰 す る 。」 
と 言う が 、 心 で は 信じ て は いな 。」 
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